
 
 
 
 
 

「学びの秋」、授業のさらなる充実をめざして 
 

校長  和田 幹夫 

 ９月も例年になり厳しい残暑が続きましたが、ようやく彼岸を過ぎた頃から涼しい秋の空気が広がり始めま

した。朝晩の涼しさや夜の長さに秋の深まりを感じる今日この頃、皆様には、ますますご清祥のこととお喜

び申し上げます。 

さて、早いもので令和６年度も折り返し点を迎えました。前期の指導を振り返りながら、さらなる教育活動

の充実に取り組んでいます。 

その資料の一つとしたのが、本年４月に６年生を対象に実施しました全国学力・学習状況調査です。同

調査から得られるのは確かな学力の一面ではありますが、児童の学びの状況を数値で把握することのでき

る貴重な資料でもあります。 

 つきましては、保護者の皆様にも、同調査の結果分析（○印）並びに授業改善の取組（➡印）について

お知らせいたします。それとともに、確かな学力の向上に向けては、ご家庭のご協力も大切です。せひ、ご

一読いただき、ご協力賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

【国語】（水色：上四小平均、オレンジ：東京都平均、グレー：全国平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【算数】 

 

 

 

 

 

 

 

○平均正答率については、国、都平均を下回っているが、差は縮小傾向にある。

正答数の分布から、個人差の広がりが大きい。 

○内容や観点別に見ると、言語に関する知識・技能や、話すこと・聞くことについ

て、都・国平均との差が小さくなるか、同等のものもある。叙述を基に人物の気

持ちや人物像、関係等について読み取ることに課題が見られる。 

○特に課題が見られる設問。 

・話し方の工夫として適切なものを選択する。（話す・聞く、思考） 

・物語を読んで、心に残ったところとその理由をまとめて書く（読むこと、思考）。 

➡資料を活用したり、構成や表現を工夫したりして話すまたは書くとともに、それ

ぞれの工夫について話し合う活動の充実を図る。 

➡文章の叙述に基づき、心情や情景を読み取るとともに、それに対する感想や

気づき等をまとめる活動を積極的に取り入れる。 

Ｍ３４学びのエリア 

学校だより１０月号 

令和６年９月３０日発行 

板橋区立上板橋第四小学校 

校 長 和 田 幹 夫 

かみよんだより 
http://www.ita.ed.jp/edu/kami4es/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童質問紙】 

 以下の設問では、肯定的な回答が東京都平均を大きく上回っている。 

⑨自分にはよいところがあるか。  ⑩先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思うか。  

⑬いじめは、どんな理由があってもいけいないことだと思うか。  ⑯学校に行くのは楽しいと思うか。  

⑰自分と違う意見について考えるのは楽しいと思うか。  

27･28 タブレットの活用やそのよさについて（自分のペース、すぐに調べられる、楽しく、よく分かる、意見を伝える、

友達との共有・比較・協働） 36 先生はわかるまで教えてくれていると思うか。  

37 授業や学校生活では、互いの考えを大切にし、協力しながら課題解決に取り組んでいるか。 

➡主体性や、自他を認め合い協力して学習に取り組む姿勢など、学びの基盤については、しっかりと身についた

り感じたりしている状況が捉えられる。この子どもたちのよさや本校の強みをベースにしながら、毎時間の授業の

充実を図り、確かな学力の定着とともに、自他のよさやがんばり、学ぶ意味、協働することのすばらしさなどを実

感できるようにしていく。 

学力調査結果分析及び日々の授業等の課題に基づき、次ページのとおり、授業改善推進プランを作

成しました（学校ホームページにもアップしてあります）。このプランに基づき、全校で授業改善を推進して

いきます。ご一読ください。なお、各教科の改善プランは現在作成中です。まとまりましたら、改めて皆様に

もお知らせいたします。 

○平均正答率は、都、国平均を大きく下回っているが、差は改善傾向にある。正答数の

分布を見ると台のようになっており、学力の広がりが捉えられる。 

○内容にかかわらず都の平均を下回っている。しかし、数と計算、データの活用におい

ては、大きく改善がみられる。変化と関係の内容が最も正答率が低い。 

○観点別平均正答率からは、問題場面を的確に捉え、式に表したり、数量や式の関係

等について理解したりすること、また、学習したことを活用して、考え問題を解決する

ことなどについて、課題が捉えられる。 

○特に課題が見られる設問。 

・五角柱の面の数について、底面と側面の関係に着目して求め、そのわけを書く。

（図形、思考） 

・同じ距離を歩くのにかかった時間が異なる二人の速さについて、そのわけを考えて

書く。（変化と関係、思考） 

・示された桜の開花予想日の求め方を基に、開花予想日を求める式を選び、開花予

想日を書く。（データの活用、思考）。 

➡問題を解決する前に、どこに着目すればよいか考える活動を大切にし、既習事項

を振り返ったり、着目する視点を明確にしたりして、解決の見通しをもつことができ

るようにする。 

➡問題解決に対する自分の考えを筋道立てて説明をしたり、式や図を活用して書い

たりする活動を積極的に取り入れ、ペアや少人数でそれを伝え合い、考えを深め

る活動を充実する。  



視点１ 視点２ 視点３

　

○学びのエリアのめざす子ども像や「読み解く
力」を含めた課題に基づき、各教科における
共通の取組を具体的に設定し（一教科一取
組）、定期的に意見交換をしながら着実に実
践していく。
○総合的な学習の時間を中心に板橋ｉカリ
キュラムなどを活用しながら、中央図書館を
はじめ地域の関係機関や素材を活用したり、
学びのエリア３校で学びを相互に交流し合っ
たりして、郷土愛の育成、環境教育やキャリア
教育の充実を図る。

○ＳＴＥＡＭ教育の考え方を基に、生活科や総合的な学
習の時間を核にしてカリキュラム・マネジメントの充実を
図る。それを通して、自らの課題を見付け、解決する力
を育成するとともに、協働的な学習等を通して学び方や
ものの考え方を身に付け、自己の生き方を考えることが
できるようにする。
・各教科・領域等における目標や内容と生活科・総合的
な学習の時間との関連を図り、相互の学びを総合的に
活用し合うことができるようにする。
・地域の素材や人材の教材化、中央図書館をはじめと
する関係機関等の連携を通し、郷土についての理解と
愛情を深め、学びを実生活や実社会の改善や向上に生
かしたりして、子供主体の探究的な学習を展開できるよ
うにする。

○板橋区「情報活用能力の指標」に基づき、学年段
階に応じた活用、指導を推進する。
○個別最適な学びの充実に向けた活用
・自己の課題やペースに応じた追究、思考、表現活
動の充実（記録する、調べる、考える、まとめる・表
現する、ドリル学習等）
・学びのプロセスの蓄積と振り返り（記録する、振り
返る、修正・調整する）
○協働的な学びの充実に向けた活用
・自己の学びや考えを伝え合う（プレゼン、データの
交流等）
・対話を通して考えを深める（スライド、フィグジャ
ム、共同編集・作成等）
○各教員の実践の共有、交流促進（共有フォルダ
の活用、支援員の活用等）

○一単位時間だけでなく単元や内容のまとまりにお
いて「つかむ→見通しをもつ→調べ考える→まとめ
る→いかす」の流れを意識し、みんなで解決する問
題解決的な学習の推進、充実を図る。
○各段階で、児童の関心や問題意識の喚起、見
方・考え方を働かせること、見通しと振り返り視、既
習の活用、切実感や目的のある対話的な活動を重
視し、教材や活動の工夫をする。

○読み解く力の６つの視点を踏まえ、国語科において、
文章に即して主述の係り受けをはじめ基礎的な読解力
の定着を図る。
○国語科での学びを各教科等で活用する場面をつくる。
また、各教科等の目標や内容に応じて指導する内容を
明確にし、教科書を積極的に活用しながらその定着や
伸長を図る。
○朝読書の時間を活用して、読書習慣の定着を図る。
○小学生新聞等を活用して、記事を紹介したり、お気に
入りの記事について感想を書いたりするなど、文章を読
む習慣や環境作りに努める。

○各教科等の内容や目標との関連を図りながら、
総合的な学習の時間における単元を構想し、各教
科等における学びを活用する場面を意図的に設定
する。
○各教科等における問題解決的な学習の経験を生
かし、「課題をつかむ→調べる→考える→まとめる・
いかす」のサイクルを繰り返しながら児童主体の探
究的な学びを展開。よりよく課題を解決し、自分の
生き方を考えていく資質・能力を育成する。

■いたばし学び支援プラン２０２５の実現に向けた具体的な取組

小中一貫教育の推進 カリキュラム・マネジメントの推進
ICT環境の適切な維持と活用

個別最適な学び・協働的な学びの実現

■学校経営方針より（学力向上に関わる内容から）

★みんなで取り組む問題解決的な学習の充実、校内研究の推進「主体的に学びに向かう児童」、ＧＩＧＡスクールの推進
◎「つかむ→見通しをもつ→調べ考える→まとめる（→いかす）」、みんなで解決する問題解決的な学習。
　みんなが分かる・できる・参加する授業。個別最適な学びと協働的な学びの充実。
・「板橋区授業スタンダード」を基盤とした単元を通した問題解決　　・単元や内容のまとまりを意識した問題解決的な学習
・関心や問題意識を高める導入の工夫（教材開発、学習活動、地域・関係諸機関との連携）　　・見通しと振り返りの重視
・子どもが選択して学習に取り組む場面の意図的な設定（課題、時間、方法、資料、活動等）
・各教科・領域等の見方・考え方を働かせて考え、表現することのできる教材や学習活動、指導・支援の工夫
・言葉で表現し伝え合い深め合う活動の充実（対話的・協働的な学び）　　・学びを生活や社会とつなぐ　・自己調整場面の設定
◎授業規律（聞き方・話し方も含む）の徹底　　　　　　　　　◎校内研究の推進
◎一人一台端末の活用推進…学年段階に応じた計画的な指導・活用、効果的かつ多様な活用（調べる、記録、まとめる、伝え合う、発信、聞き取り、交流等）
◎STEAM教育の考え方を生かしたカリキュラム・マネジメントや探究的な学びの充実
◎小中一貫教育の推進…小中９年間の系統性・関連性を意識した指導（一教科一取組）、教科担任制の実施（第３学年以上）、中央図書館との連携

■授業革新推進に向けての具体的な方策

板橋区授業スタンダードの徹底 読み解く力の育成 総合的な学習の時間との連携

令和６年度「授業改善推進プラン」（全体計画）

■児童・生徒の学力の状況
■授業革新推進に向けた、指導上の課題
※「読み解く力」の育成を踏まえて

○今年度の「全国学力・学習状況調査」では、二教科とも全国平均を下
回った。国語科では、「知識・技能」の観点について全国平均をわずかに
上回ったが、「思考・判断・表現」の観点については、特に「C　読むこと」の
領域において大きく下回った。算数科では、特に「思考・判断・表現」の観
点について、都平均を大きく下回っている。また、両教科ともに、短答式や
記述式の問題について誤答や無回答が多い傾向も見られる。しかし、昨
年度より差が縮小するなど、改善の傾向が継続している。
○自ら課題を見いだし友達と協働しながら問題を解決しようとする態度や
力が着実に身に付いてきている。また、その過程で一人一台端末の活用
も広がってきている。しかし、学んだことを次の学習や実生活に結び付けて
考えたり、生かしたりすることには課題が見られる。

○児童が既習を生かし見方・考え方を働かせながら資料等を読み取り、自
ら問いを見いだすことのできる教材や学習活動、発問などの手だてを工夫
していく必要がある。（既習事項の確認、教材開発、資料提示の工夫、体
験的な活動の設定等）
○児童が自分たちの予想を基に学習計画を立てる場面を重視し、見通し
と意欲をもって追究できるようにする手だてを講じてることが必要である。
（既習事項や生活経験の想起・活用、適切なヒントの提示、対話的な活動
の充実等）
○児童が課題を意識し、教材や資料等を自ら読み解きながら追究し、考え
を構築していく指導の工夫について充実が必要である。（資料の精選、協
働的な学びの充実、選択場面の設定、一人一台端末の活用）
○児童の考えを広げ深めるための言語能力の育成及び対話的な活動の
充実が必要である。（多様な表現活動、一人一台端末の活用）

板橋区立 学校上板橋第四小

 

 



１０月の主な予定 
 

1 火 都民の日（学校は休日となります） 

2 水 
 

3 木 
わくわく班 ４時間授業 

（５年２組は研究授業のため５時間授業） 

4 金 
フリージア読み聞かせ（低）  

公園探検（１年） クラブ活動 

5 土   

6 日   

7 月 児童朝会 

8 火 ☆ 

9 水 体育朝会 ４時間授業 

10 木 起業家教育（６年） 

11 金 代表委員会 

12 土   

13 日   

14 月 スポーツの日 

15 火 安全点検・安全指導 

16 水 音楽朝会 不審者避難訓練      ☆ 

17 木 運動発表会全体練習 

18 金 委員会活動 

19 土   

20 日   

21 月 運動発表会全体練習 

22 火 パラバドミントン観戦（５年）       ☆ 

23 水 児童集会 学びのエリア研修会 

24 木 運動発表会全体練習 

25 金 
運動発表会前日準備（６年） 

５時間授業（１～５年） 

26 土 運動発表会 

27 日 
 

28 月 振替休業日 

29 火 ☆ 

30 水 わくわく班 消防署見学（３－２） 

31 木 
 

☆スクールカウンセラー勤務日 

※今月の避難訓練は不審者避難訓練のため、児童への予

告ありで行います。 

１０月の目標 
 

《保健目標》目を大切にしましょう。 

《生活目標》心や身体をきたえましょう。 

1 安全で楽しい遊びや運動を工夫しよう。 

2 みんなで楽しく仲良く遊びましょう。 

3 運動後は、手洗い、汗ふきを忘れずにしましょう。 

4 正しい姿勢で学習しましょう。 

 

運動発表会 

１０月２６日（土）の運動発表会に向け、各学年

で練習が始まっています。 

運動会発表会ならではの達成感や、心を合わせる

ことの素晴らしさ、一生懸命頑張ることの大切さな

ど、運動発表会を通してたくさんの成長が見られる

ことと期待しています。 

今年度は暑さを考慮して１０月下旬の開催とし

ました。しかし今はまだ暑くなる日もあります。汗

ふきタオルや水筒のご準備など、引き続きご協力を

お願いします。 

当日はたくさんのご参観をお待ちしています。 

詳細は別紙お知らせをご覧ください。 

 

展覧会に向けて 

 展覧会への準備も始まっています。 

開催日は１１月２８日（木）から３０日（土）ま

での３日間です。 

 展覧会のテーマは、「つくりだそう 新しいイ

ロとカタチ・楽しもう 上四てんらん会」です。

このテーマのもと、各学年で１１月の展覧会を

見通しての作品作りが進められています。こち

らも本番が楽しみです。 

図工の授業に必要な道具などの準備について、

引き続きご協力をお願いします。 

 また、今回はＰＴＡや地域の方の出品を募集

しています。まだ間に合いますので、ぜひお申

し込みください。 

図工の授業風景。協力して一つの作品を作り上げています。
共同制作も展覧会ならではです。 


